
No 保護者意見 教育委員会の考え方

1

文科省の基準では，小学校は１学年２学級以上が望ま

しいとなっているが，菅原小と統合しても３学級以上

にはならない。豊岡小と統合したほうがいいのではな

いか。

まず，菅原小との統合で複式学級の解消はできると

考えます。学校の施設の収容人数の問題で，豊岡小

とすぐに統合するというのは難しく，新築や増築を

行う必要があるため時間がかかることが想定されま

す。その間も複式学級は続いてしまう予測のため，

まずは複式学級の解消を行いたいと考えています。

2
第３段階で豊岡小と統合するときに建物はどうなるの

か，新築するのか。

現段階では断言できませんが，何らかの方法でキャ

パシティは確保したいと思います。

3

菅原小・豊岡小の2回統合では子供に負担である。体操

服も2回買うことになると経済的にも負担である。統合

後に，違う体操服を着ているといじめになる可能性も

あるため，最終的に豊岡小，菅原小，大花羽小の4校で

統合を予定しているのであれば，統一の体操服にして

もらいたい。

今回の統合は，複式学級の解消をする緊急の対応を

踏まえた案です。その後，適正規模になるまでには

時間がかかります。現時点で第３段階の統合は決定

しているものではありません。３校統一の体操服の

案については，今後の統合準備委員会の中で詳細な

部分を決めるうえでの参考にさせていただきます。

4 年度途中での統合はあるのか。
子供達や保護者への負担が大きくなるため，事務局

としては想定しておりません。

5

統計が出ているため子供の人数が少なくなっていくの

は分かっていたはずだが，今の時期になって統合の話

が出てきたのは何故か。もっと早い段階から動き始め

ていればここまで急に動く事はなかったのではない

か。

小学校は地域に根付いている部分が大きいため，人

数だけで検討するのは難しい部分があります。しか

し，大花羽小学校において令和4年度に常総市で初め

て全学年複式学級となるため，動き出した理由はそ

の部分が大きいところです。

6
反対が多いから統合が立ち消えになる訳ではないの

か。

反対によって立ち消えにするものではありません。

児童の良好な教育環境の確保が目的のため，各方面

に丁寧に説明し，ご理解をいただきながら，必要に

応じて修正しつつ，目的達成に向けて進めてまいり

たいと思います。
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7
統合の際にどちらの建物を使用するかは決まっている

のか。

現時点で決定はしておりませんが，建物の規模や施

設内容を考慮すると，大花羽小学校の建物を使用す

ることは難しいと考えられます。選択肢として考慮

し，今後検討してまいります。

8

スクールバスが出る事は決まっているのか。また学校

が変わる事で教材等が変わる場合にはその補助はどう

なっているのか。

教材への補助については今後の議論の際に検討させ

ていただきたいと思います。

スクールバスについては必須と考えております。令

和4年度に統合に向けての合同授業を予定しています

が，その際の登校時に実際にバスを走らせてルート

検証を行うことを予定しております。

9
スクールバスに関する保護者の料金負担はどのように

なるのか。

次年度に合同授業を行う際にルート検証等を行い，

それを踏まえて議論をしていく形となります。

10

合同授業について1授業を一緒に行った位で交流が深ま

るとは思えない。遊び等の形でもいいので回数を増や

すほうがよいのでは。

コロナ以前はプールを合同で行う等の交流もありま

した。学校や指導課とも協議を行い，合同授業を全

日で行う等の工夫を行っていきたいと考えておりま

す。

11 今後の協議はPTA役員のみで行っていくのか。

取りまとめを行う際に中心となっていただくことも

あるかと思いますが，あくまでも学校や保護者と一

緒に進めていくことを想定しております。

12

統合時の先生の配属はどのようになるのか。知ってい

る先生がいてくれたほうが子供達も安心するのではな

いか。

教職員の配置は茨城県の管轄になりますので，指導

課や関係部署と連携し，配慮を要望していきたいと

考えております。

13 統合後の学校名はどのようになるのか。
現時点では決まっておりません。今後の統合準備委

員会の中で協議して決定していく形となります。

14

正直，統合はまぬがれないと思うので，通学路や体操服など詳細な部分について早く決めてもらいたい。人

数が減っていることは承知しているので，統合すること自体よりも，その後の詳細な部分に関しての方が気

になっている。
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